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研究成果の概要（和文）：本研究は社会問題の解決に際して、経営あるいは事業がどのように貢献できるかを探求した
。とりわけ本研究では、企業家のもつ問題解決機能に注目する。実証研究を通じて、企業家たちの創造した新規事業に
よる社会問題の解決機能と解決プロセスを説明する理論的枠組みを構築し、理論的・実践的なインプリケーションを導
き出した。さらに共同企業家、そして彼らによる共同問題解決という概念を用いることで、複雑な問題の解決者として
の企業家という新たな企業家論のパースペクティブを提示した。

研究成果の概要（英文）：This research pursued how entrepreneurs collaborate to solve social problems in th
e context of regional regeneration.  Introducing concepts of the joint-entrepreneurs and joint problem-sol
ving, this research proposed a new analytical framework and explained detaild process to establish new pro
jects to solve social problems.  This research also provided a new perspective on entrepreneurs.  There ar
e many explanatory perspectives on entrepreneurship, in this view entrepreneurs are regarded a solver of c
omplex social problems.
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１．研究開始当初の背景 
 
 現代社会には、地方経済の衰退・教育・医
療福祉・貧困・環境など多くの社会問題、す
なわち単一の主体（個人や組織）では解決す
ることのできない「複雑な」問題が存在する。
これら複雑な問題の解決は、経営学の分野で
はどのように取り扱われ、研究されるのであ
ろうか？ 本研究はまだ経営学の分野では
まだまだ不十分にしか扱われていない社会
問題の解決プロセスを、企業家的な人々（共
同企業家）による共同問題解決という概念を
用いて分析する（Inaba, 2009）。 
 本研究では複雑な問題を、「単一の主体（個
人や組織）では解決することのできない問
題」と定義する。単一の主体レベルでは解決
できない社会問題、たとえば地方経済の衰
退・教育・医療福祉・貧困・環境等にかんす
る諸問題がこれにあたる。 
 本研究では、それらの問題に対して４つの
解決のためのモードがあると仮定している
（稲葉ほか, 2010）。すなわち複雑な問題は、
「市場（交換）」・「政府（権力）」・「慈善（贈
与）」・「事業（新しい仕組みの創造と運用）」
という基本的なメカニズム（あるいはそれら
の組み合わせ）を通して解決されていると考
える。そのうえで事業が、市場・政府・慈善
団体といった既存の社会問題の解決主体が
解決し得なかった「残余問題」を解決するツ
ールであることを示す。社会問題のような複
雑な問題の事業を通じた解決は、基本的に単
一主体ではなく複数の組織やコミュニティ
といったレベルでの協働を前提としている。
そして、その問題解決プロセスにはマネジメ
ントの要素が多く入り込んでおり、経営学と
りわけ組織間協働論と企業家論による分析
が必要となる。経営学、そして本研究が社会
問題の解決主体と解決プロセスを扱うべき
根拠は、この点にある。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は社会問題の解決に際して、経営あ
るいは事業がどのように貢献できるかを探
求する。とりわけ本研究では、企業家のもつ
問題解決機能に注目する。実証研究を通じて、
企業家たちの創造した新規事業による社会
問題の解決機能と解決プロセスを説明する
理論的枠組みを構築し、理論的・実践的なイ
ンプリケーションを導き出す。さらに共同企
業家、そして彼らによる共同問題解決という
概念を用いることで、複雑な問題の解決者と
しての企業家という新たな企業家論のパー
スペクティブを提示する。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、複雑な問題の解決プロセスおよ
び解決の担い手となる共同企業家に注目し
ている。本研究の研究対象となる地域経済の

再生は、現在広く注目されている社会問題で
あり、それゆえにその解決法の開発が期待さ
れている。 
 本研究が注目するのは、社会問題の解決を
目指す共同企業家および彼らの携わる事
業・プロジェクトであり、具体的には北海道
小樽市、滋賀県長浜市、岡山県倉敷市、徳島
県上勝町、鹿児島県鹿屋市をはじめとする地
域再生プロジェクトを念頭に置いている。 
 本研究で用いられる研究方法論は、詳細な
事例分析に基づく定性的研究である。これら
の調査を通じて、複雑な社会問題の解決プロ
セスがいかに進められるかを記述し説明す
る。また複雑な問題を共同解決する企業家と
いう新たな企業家観を提示し、そのような企
業家たちの分析をおこなう。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究では地域の衰退という社会問題と
その解決に焦点をあて、日本の衰退地域の複
数の再生事業について、問題の解決に果たす
企業家的な人々の役割を調査した。 
本研究では、とりわけ市場ベースでは不可能
な地域再生事業を、「共同企業家（＝自らの
属する組織を超えて協働する複数の企業家
的な人々）」が、関係者とともに問題解決コ
ミュニティを形成し、株式会社や NPO、任意
団体といった問題解決の中核となる中核組
織を設立・運営しておこなわれる問題解決の
プロセスを記述・分析した。 
 本研究の成果は、以下の通りであった。第
一に、市場取引でも、政府でも、慈善でも解
決し得なかった地域再生という社会問題の
解決を、共同企業家と問題解決コミュニティ
を中心とする、（持続性を持った）事業を通
じておこなう共同問題解決で説明するため
の一つの枠組みを与えたことである。第二に、
事例研究を通じて、その問題解決コミュニテ
ィ内に特有な共同企業家の活動や共同問題
解決を促進するような関係者間の関係様式
について詳細に分析を加え、企業家的な人々
による「複雑な問題の共同解決」という枠組
みで説明した点である。第三に、複雑な問題
を共同解決する企業家という共同企業家概
念を提示することで、（社会企業家を含む）
問題解決者としての企業家という企業観を
提示したことである。 
 これらの成果は学会発表や論文を通じて
報告され、共同企業家という概念、そして複
雑な問題の共同解決という枠組みの認知向
上に資してきた。稲葉（2014）は本研究の成
果をまとめた論文だが、共同企業家という企
業家の一類型を説明するものとして企業家
論の書籍に所収されるなど、企業家論研究の
分野への一定の貢献を果たしている。 
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